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お わ り に
　以上簡単にではあるが、本学が初めて実施し
た被災地学生ボランティア活動について報告と
若干の考察を行った。筆者はボランティア活動
等の専門家ではないため、考察には不十分な点
が多く残されていることを危惧するが、そのよ
うないわば「素人」の活動記録や考察が、本学
の今後の活動に何らか寄与しうることを願うも
のである。
　周知のとおり、山田町をはじめとする各被災
地も、復興に向け着実にその歩みを進めている。
それに伴い、被災地でのボランティア活動に求
められる活動内容も次第に変化しつつあること
が、本年８月から９月に現地に入った本学メン
バーの活動状況からもうかがわれる。今後も、
現地の状況の的確な把握に努め、現地との信頼
関係を構築しながら、本学として継続的に行っ
ていけることを模索していく必要があろう。そ
のような取り組みを教職員と学生が一体となっ
て行っていくことは、「人間尊重」を標榜する
本学の教育理念の具現化への強力な推進力のひ
とつとなるであろうことを確信するものである。
　最後に、今般このような貴重な経験の機会を
与えていただいた本学の配慮に深謝するととも
に、山田町をはじめとする被災地の１日も早い
真の復興を心より願ってやまない。
注
１）参加学生の学年、教職員の所属は、いずれも派
遣当時の２０１１年現在のものである。
２）本年８月に現地に入ったメンバーによると、こ
の宿泊施設は現在は使用されておらず、その近く
の別のボランティア用宿泊施設を利用したとのこ
とであった。
３）山田町災害ボランティアセンターにおけるボラ
ンティアの受入れは、同年１０月末をもっていった
ん中止され、冬期間は同センターも閉鎖されてい
た。2012年４月から受入れが再開されている。
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